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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デジタルイメージにおける領域をスクリーニングする方法であって、
　該方法は、
　（Ａ）該領域を複数のピクセルの２次元のアレイに分割するステップであって、該アレ
イは、ｍ行ｎ列のピクセルを有し、ｍ≧２である、ステップと、
　（Ｂ）該アレイにおける各列に対して、第１の対応する位相シフトおよび第２の対応す
る位相シフトを選択するステップと、
　（Ｃ）該アレイにおける各ピクセルに対して、
　　（１）該ピクセルを含む該列を識別するステップと、
　　（２）該識別された列に対して選択された該第１の対応する位相シフトおよび該第２
の対応する位相シフトを識別するステップと、
　　（３）該識別された第１の対応する位相シフトに対応する該ピクセルにおける第１の
位置を中心とする第１のドットをプリントするステップと、
　　（４）該識別された第２の対応する位相シフトに対応する該ピクセルにおける第２の
位置を中心とする第２のドットをプリントするステップと
　　を実行するステップと
　を包含し、
　該識別された第１の対応する位相シフトおよび該識別された第２の対応する位相シフト
は、該デジタルイメージにおける該領域において生じうる密度変化の範囲を制限する、方
法。
【請求項２】
　前記ステップ（Ｂ）は、前記第１の対応する位相シフトおよび前記第２の対応する位相
シフトのそれぞれに対して、
　（Ｂ）（１）値Ｎを選択するステップと、
　（Ｂ）（２）１組のＮ個の位相シフトを０からＮ－１までの１組の位相シフト指標番号
に指標付けするステップと、
　（Ｂ）（３）該アレイにおける０からｎ－１までの各列ｉに対して、
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　　（Ｂ）（３）（ａ）該位相シフト指標番号をＮを法とするｉに設定するステップと、
　　（Ｂ）（３）（ｂ）該１組の位相シフト指標番号に従って該１組のＮ個の位相シフト
から該対応する位相シフトを選択するステップと
　　を実行するステップと
　を包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ｎ＝３である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ステップ（Ｂ）（２）における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位
相シフトの順序を示すパターン１　２　３によって特徴付けられる、請求項３に記載の方
法。
【請求項５】
　前記ステップ（Ｂ）（２）における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位
相シフトの順序を示すパターン３　２　１によって特徴付けられる、請求項３に記載の方
法。
【請求項６】
　Ｎ＝５である、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記ステップ（Ｂ）（２）における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位
相シフトの順序を示すパターン１　２　３　４　５によって特徴付けられる、請求項６に
記載の方法。
【請求項８】
　前記ステップ（Ｂ）（２）における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位
相シフトの順序を示すパターン５　４　３　２　１によって特徴付けられる、請求項６に
記載の方法。
【請求項９】
　前記ステップ（Ｂ）（２）における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位
相シフトの順序を示すパターン１　４　２　５　３によって特徴付けられる、請求項６に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記ステップ（Ｂ）（２）における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位
相シフトの順序を示すパターン５　２　４　１　３によって特徴付けられる、請求項６に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数のピクセルのアレイにおける各ピクセルは、前記デジタルイメージにおいて正
確に１つのピクセルを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ステップ（Ｃ）（３）においてプリントされる前記第１のドットは、実質的に円形
のドットである、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ステップ（Ｃ）（３）においてプリントされる前記第１のドットは、実質的に楕円
形のドットである、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ステップ（Ｂ）は、複数の第１の対応する位相シフトを生成し、該複数の第１の対
応する位相シフトは、一連の等間隔の値を形成する、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ステップ（Ｃ）（３）は、マルチプルヘッドプリンターにおける第１のプリントヘ
ッドによって実行され、前記ステップ（Ｃ）（４）は、該マルチプルヘッドプリンターに
おける第２のプリントヘッドによって実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
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　前記ステップ（Ｃ）（３）によって生成される出力は、前記ステップ（Ｃ）（４）によ
って生成される出力に少なくとも部分的に重なり合う、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のプリントヘッドは、前記デジタルイメージにおける第１のカラー面をプリン
トし、前記第２のプリントヘッドは、該デジタルイメージにおける第２のカラー面をプリ
ントする、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ステップ（Ｂ）において選択される複数の前記第１の対応する位相シフトは、パタ
ーン１　２　３によって特徴付けられ、前記ステップ（Ｂ）において選択される複数の前
記第２の対応する位相シフトは、パターン３　２　１によって特徴付けられ、各パターン
は、前記１組のＮ個の位相シフトのそれぞれの順序を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ステップ（Ｂ）において選択される複数の前記第１の対応する位相シフトは、パタ
ーン１　２　３　４　５によって特徴付けられ、前記ステップ（Ｂ）において選択される
複数の前記第２の対応する位相シフトは、パターン５　４　３　２　１によって特徴付け
られ、各パターンは、前記１組のＮ個の位相シフトのそれぞれの順序を示す、請求項１に
記載の方法。
【請求項２０】
　前記ステップ（Ｂ）において選択される複数の前記第１の対応する位相シフトは、パタ
ーン１　４　２　５　３によって特徴付けられ、前記ステップ（Ｂ）において選択される
複数の前記第２の対応する位相シフトは、パターン５　２　４　１　３によって特徴付け
られ、各パターンは、前記１組のＮ個の位相シフトのそれぞれの順序を示す、請求項１に
記載の方法。
【請求項２１】
　前記ステップ（Ｃ）（３）は、サーマルプリントヘッドを用いて実行される、請求項１
に記載の方法。
【請求項２２】
　（Ｄ）前記ステップ（Ｃ）（４）の前に、前記選択された複数の第１の対応する位相シ
フトのそれぞれによって特定された前記デジタルイメージにおける複数の位置においてイ
メージデータを取得するために、該デジタルイメージを再サンプリングするステップをさ
らに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　デジタルイメージにおける領域をスクリーニングする装置であって、
　該装置は、
　該領域を複数のピクセルの２次元のアレイに分割する手段であって、該アレイは、ｍ行
ｎ列のピクセルを有し、ｍ≧２である、手段と、
　該アレイにおける各列に対して、第１の対応する位相シフトを選択する選択手段と、
　該アレイにおける各列に対して、第２の対応する位相シフトを選択する選択手段と、
　該アレイにおける各ピクセルに対して、
　　該ピクセルを含む該列を識別する手段と、
　　該識別された列に対して選択された該第１の対応する位相シフトおよび該第２の対応
する位相シフトを識別する手段と、
　　該識別された第１の対応する位相シフトに対応する該ピクセルにおける第１の位置を
中心とする第１のドットをプリントする第１のプリント手段と、
　　該識別された第２の対応する位相シフトに対応する該ピクセルにおける第２の位置を
中心とする第２のドットをプリントする第２のプリント手段と
　を備える、装置。
【請求項２４】
　前記第１の対応する位相シフトを選択する手段は、
　値Ｎを選択する手段と、
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　１組のＮ個の位相シフトを０からＮ－１までの１組の位相シフト指標番号に指標付けす
る手段と、
　前記アレイにおける０からｎ－１までの各列ｉに対して、
　　第１の位相シフト指標番号をＮを法とするｉに設定する手段と、
　　該１組の第１の位相シフト指標番号に従って該１組のＮ個の位相シフトから該第１の
対応する位相シフトを選択する手段と
　を備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　Ｎ＝３である、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記選択手段における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位相シフトの順
序を示すパターン１　２　３によって特徴付けられる、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記選択手段における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位相シフトの順
序を示すパターン３　２　１によって特徴付けられる、請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　Ｎ＝５である、請求項２４に記載の装置。
【請求項２９】
　前記選択手段における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位相シフトの順
序を示すパターン１　２　３　４　５によって特徴付けられる、請求項２８に記載の装置
。
【請求項３０】
　前記選択手段における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位相シフトの順
序を示すパターン５　４　３　２　１によって特徴付けられる、請求項２８に記載の装置
。
【請求項３１】
　前記選択手段における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位相シフトの順
序を示すパターン１　４　２　５　３によって特徴付けられる、請求項２８に記載の装置
。
【請求項３２】
　前記選択手段における前記１組のＮ個の位相シフトは、該１組のＮ個の位相シフトの順
序を示すパターン５　２　４　１　３によって特徴付けられる、請求項２８に記載の装置
。
【請求項３３】
　前記複数のピクセルのアレイにおける各ピクセルは、前記デジタルイメージにおいて正
確に１つのピクセルを含む、請求項２３に記載の装置。
【請求項３４】
　前記第１のプリント手段は、各ドットを実質的に円形のドットとしてプリントする手段
を備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記第１のプリント手段は、各ドットを実質的に楕円形のドットとしてプリントする手
段を備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項３６】
　前記選択する手段は、複数の第１の対応する位相シフトを生成し、該複数の第１の対応
する位相シフトは、一連の等間隔の値を形成する、請求項２３に記載の装置。
【請求項３７】
　前記第１のプリント手段は、マルチヘッドプリンターにおける第１のプリントヘッドを
備え、前記第２のプリント手段は、該マルチヘッドプリンターにおける第２のプリントヘ
ッドを備える、請求項２３に記載の装置。
【請求項３８】
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　前記第１のプリント手段によって生成される出力は、前記第２のプリント手段によって
生成される出力に少なくとも部分的に重なり合う、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記第１のプリントヘッドは、前記デジタルイメージにおける第１のカラー面をプリン
トし、前記第２のプリントヘッドは、該デジタルイメージにおける第２のカラー面をプリ
ントする、請求項３７に記載の装置。
【請求項４０】
　複数の前記第１の対応する位相シフトは、パターン１　２　３によって特徴付けられ、
複数の前記第２の対応する位相シフトは、パターン３　２　１によって特徴付けられ、各
パターンは、前記１組のＮ個の位相シフトのそれぞれの順序を示す、請求項２３に記載の
装置。
【請求項４１】
　複数の前記第１の対応する位相シフトは、パターン１　２　３　４　５によって特徴付
けられ、複数の前記第２の対応する位相シフトは、パターン５　４　３　２　１によって
特徴付けられ、各パターンは、前記１組のＮ個の位相シフトのそれぞれの順序を示す、請
求項２３に記載の装置。
【請求項４２】
　複数の前記第１の対応する位相シフトは、パターン１　４　２　５　３によって特徴付
けられ、複数の前記第２の対応する位相シフトは、パターン５　２　４　１　３によって
特徴付けられ、各パターンは、前記１組のＮ個の位相シフトのそれぞれの順序を示す、請
求項２３に記載の装置。
【請求項４３】
　前記第１のプリント手段は、サーマルプリントヘッドを備える、請求項２３に記載の装
置。
【請求項４４】
　前記選択された複数の第１の対応する位相シフトのそれぞれによって特定された前記デ
ジタルイメージにおける複数の位置においてイメージデータを取得するために、該デジタ
ルイメージを再サンプリングする手段をさらに備える、請求項２３に記載の装置。
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